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チルドレンファーストの実現に向けた子供政策強化の方向

東京都では、「チルドレンファースト」の社会の実現を目指し、
都政の政策全般を子供目線で捉え直し、子供政策を総合的に推進している

本年7月 取組の現在地と、政策強化に向けた具体的な方向を示した
「チルドレンファースト 子供政策の加速に向けた論点整理」を公表

子供政策の基本スタンス 政策展開のアプローチ



○ 組織横断的な課題に子供政策連携室と関係局からなるチームで施策を検討①

ヤングケアラー ユースヘルスケア

日本語を母語としない子供 ネウボラ的仕組み

子供目線に立ったコンテンツの制作など

「早期把握」の強化

 「相談・支援へのつなぎ」の強化

多機関連携の具体的実践

実情を踏まえた多面的支援の充実

情報発信・普及啓発プラットフォームの構築

相談支援体制の機能強化

受診促進に向けた効果的な仕組み構築

多文化の子供たちが集う居場所の創出

日本語教育・指導の一層の充実

困りごとや悩みに寄り添う相談体制の強化

母語や母国文化の重要性の啓発促進

アウトリーチ型人的支援の検討

SNS等を活用した相談環境の整備を推進

AIを活用したプッシュ型情報提供

を可能とする環境整備を推進



○ 組織横断的な課題に子供政策連携室と関係局からなるチームで施策を検討②

乳幼児期の集団生活 子供目線によるセーフティ・レビュー

子供の笑顔につながる「遊び」の推進

新たな「遊び」創出につながるプロジェクトの実施

既存スペースの利活用

事故事例データを収集・分析し、専門家の

知見を活かした事故防止策の提言等を実施

子供の事故防止に関する情報一元化・発信

事故情報データベースの構築

親の就労等の有無にかかわらず、乳幼児期

から多様な他者と関わり合う仕組みを創出

非認知能力の醸成に資する幼稚園、保育所

等の取組を多角的にサポート

官民一体となった
「こどもスマイルムーブメント」を
戦略的に展開

区市町村と緊密に連携し、
地域の子供の笑顔につながる
取組を推進

未来を担う子供との
双方向コミュニケーション・
情報発信の強化

○ 社会全体で子供をサポートする取組を充実

新たな課題に
機動的に対応するチームを随時組成



○ チルドレンファーストの実現に向けた今後の取組

✔都民や都議会、市区町村、各分野の有識者の皆様から幅広くご意見を伺っていく

✔子供の意見を取り入れ、子供目線に立った政策の練り上げ

✔浮き彫りになった課題に対し、できる限り早期に事業に着手

今後の取組

未来を切り拓いていくための先進的な取組や横断的な取組みを体系的に取りまとめた

「こども未来アクション(仮)」を年度内に策定



市区町村の子育て支援体制の強化について
～母子保健部門と子育て支援部門の連携強化～

児童福祉法等改正により、市区町村の子育て支援部門と母子保健部門が一体となり
妊娠期から包括的な相談支援等を行う「こども家庭センター」 を令和６年度に創設

✔ 「とうきょう子育て応援パートナー制度」を創設し、母子保健部門の体制を一層強化

✔ 母子保健部門と子育て支援部門の連携を更に強化し、 妊娠 ･ 出産 ･ 子育ての

切れ目ない支援を円滑に進め、安心して子育てができる環境を整備
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